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学びを生かす夏 

校長 藤弘 のぞみ 

 本校の３年生が誕生した頃，まだ私は中学校社会科の教員として「循環型社会」という言葉を教えていまし

た。当時，地球の推定人口は，３年に１度の教科書改訂の度に３億人ほど増え，６０億人強とされていましたが，

今年の１年生の授業を見ると７０億人超と板書にあり，「宇宙船地球号の乗組員が６０億人を超えると沈没の危

機である（二酸化炭素が増え，食糧不足になり，生きにくくなるというような意味）」と教えていた数値が，とう

の昔に数値目標を達成していたことに，改めて気付 

かされました。 

 日本の梅雨はしとしと，じめじめだったはずですが，毎年， 

豪雨の中で尊い人命が失われている現実。予防医学の発達 

と科学の力で病気の治療方法が早期に確立されていく中で 

新型コロナウイルスに未だ対抗できない現実。宇宙船地球号 

は，何物かに翻弄される帆船の如くです。 

 本校は，本日，第１学期の終業式を迎えました。保護者，地域の皆様のご支援に支えられて，臨時休業と分散

登校を経ながら，７７名全員が夏休みに入れたことに感謝申し上げます。臨時休業分の授業時数回復のため，

夏休みを２５日間から１７日間へと短縮しました。５教科については，まだ本来この時期に学ぶべき内容に追い

ついていませんが，２学期開始後のそれほど遅くない時期に追いつく予定です。技能系の教科については，感

染症予防のため内容を入れ替えて学習しており，１年を過ぎたときに全て履修できるよう工夫しています。 

 

 生徒の皆さんには，地球が悲鳴を上げ，私たちの日常生活も悲鳴を上げているこの夏，改めて SDGｓの指

標を考え直してほしいと思います。どの教科，どの領域も，学習したことを机上で終わらせては学習の意味が

ありません。SDGｓは森林環境の保全と活用だけではないですね。中３で学ぶ漢字は，入試には出なくても新

聞を読むには必要です。三平方の定理は，入試には出なくても身近な道具で地面に直角を作る時に覚えてい

ると活用できます。１７日間の夏休みは，学んだことをどう生活に生かすか「気づき，考える」ことを大切にしな

がら，下川町の短い夏を満喫してください。 

 

 保護者，地域の皆様には，どうか健やかな日々を過ごされ，下川町の児童生徒がまた２学期から健康で明る

い日々を過ごせるよう，支えていただければ幸いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 
８月  １日（土）ワックスがけ 

１０日（月）山の日 

１２日（水）閉庁日 ～１４日（金） 

１７日（月）職員会議  

１８日（火）２学期始業式  

１９日（水）スクールカウンセラー来校 

２１日（金）常任委員会 

 

■７月１０日（金）に陸上記録会２０２０を行いました。当

日だけでなく本番までの練習でどの学年も汗を流し，閉会式

での結果に関係なくきらきら輝く瞳，学級での振り返りから

も伝わる充実感。制限のある記録会になりましたが，工夫し

みんなで協力することの素晴らしさを実感できた記録会にな

りました。今回学んだことを生かして，２学期さらに成長す

る姿に期待しています。（別紙に総集編があります） 

 
学校閉庁日のお知らせ 

今年度も，夏季休業中の８月１２日～１４日，冬季休

業中の１２月２９日～１月３日を閉庁日とし，学校を

閉じます。ご理解・ご協力ください。緊急の連絡を取

りたい場合は，町教委へご連絡ください。 

■７月は菊地先生の理科を参観しました。 

テレビ画面に前回学んだことのポイントが映され

ます。菊地先生の質問に一斉に手が挙がります。テン

ポ良く一問一答が進みます。この様子に私は，圧倒さ

れました。 

 今回の課題「アルカリ性の水溶液とイオンとの間に

は，どのような関係があるか理解しよう」と示されま

す。すぐに生徒は，今まで学んだことを使って予想し

ます。ただ予想するだけでなく，学級のみんなに説明

をするのです。これが「なるほど」となるぐらい分か

りやすかったです。 

 分からない友達にそっと教えている姿に先生から

「ありがとう」と声をかけ，予想の仕方が上手な生徒

には「いいとこ見てますね」など優しい声かけがたく

さんありました。 

 今回は，コロナウイルス感染症対策のために実際に

実験を行い予想を確認することができなかったのが

残念です。 

 

 

  

土・日・祝日など，学校に職員が不在の場合，緊急に連絡

が必要なときは校長・教頭で対応します。電話番号は配布 

した通りです。 

■ケータイ・スマホの使用について家庭のルールがあり

ますか？と聞くと多くの生徒だけでなく保護者が？？？

という顔をします。家庭のルールもしつけの一面として

考えてみましょう！ここでいう「しつけ」とは、お子様

が将来自立できるように、道徳やルール・礼儀を教える

ということです。お子様が興味を示すケータイ・スマホ

を入り口にして、様々なことを教えるきっかけを作りま

しょう。そうすることによって、金銭感覚を養ったり、

マナーを学んだり、と同時に、時間を管理できるように

なるでしょう。（例：朝７時にLINE（ライン）で連絡

するのは失礼です。夜１０時を過ぎてもスマホから離れ

られないのは依存症予備軍） 

上手に利用することで、達成感、満足感を味わうこと

ができるのです。親から一方的に押し付けられたルール

は、長続きしません。お互いが納得し、学びが得られる

ルールづくりが大切です。是非，こ 

の夏休みに向けて，お子様と一緒に 

作ってみてください。 


